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南極からきたよ！
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の家計簿
平成 21 年度決算概要

一 般 会 計

目 的 事 業 名 事 業 費

総 務 費
定額給付金給付事業 3億 758 万 9千円
地域情報通信基盤整備推進交付金事業 1億 3,297 万 9 千円

民 生 費
医療費助成費（乳幼児・児童） 9,184 万 1 千円
子育て応援特別手当給付金給付事業 1,281 万 2 千円

農林水産業費
小規模道水路整備事業 5,817 万 4 千円
森林居住環境整備事業 6,593 万 9 千円

労 働 費 緊急雇用対策事業 5,163 万 5 千円

土 木 費

地域活力基盤創造交付金事業 3億 4,928 万 2 千円
白河布引山演習場周辺道路整備事業 1億 7,239 万 9 千円
小規模道水路整備事業 1億 1,105 万 1 千円
まちづくり交付金事業 8,039 万 0 千円

消 防 費
消防自動車等諸費 4,894 万 7 千円
消防屯所費 3,132 万 7 千円

教 育 費

小・中学校補修事業 1,162 万 6 千円
学校施設整備事業（西郷第一中学校校舎改修、
小中学校耐震補強・太陽光発電施設整備等） 2億 2,570 万 2 千円

地区集会施設等建設事業 3,134 万 9 千円

平成 21 年度一般会計の主な事業

財政健全化判断比率・資金不足比率について
　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、悪化した団体に対して早期に健全化を促すことを目的とした「地方公共
団体の財政の健全化に関する法律」 （平成 19 年６月公布）により、平成 19 年度決算以降、健全化判断比率として４つ
の指標及び公営企業の経営状況を示す指標の算定・公表が義務付けられました。

■４つの指標とは？・・・健全化判断比率
①実質赤字比率 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に占める割合。村の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す。

②連結実質赤字比率
全会計（一般会計、公営事業会計、公営企業会計）を対象とした連結実質赤字額（赤字額から黒字額を引いた額）の標準財政規模に占
める割合。村全体としての運営の深刻度を示す。

③実質公債費比率
一般会計等が負担する元利償還金と準元利償還金の標準財政規模に対する比率。借金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、
資金繰りの危険度を示す。

④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。村の一般会計の借入金（地方債）や、将来支払っていく可能
性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す。

■公営企業の経営状況を示す指標とは？・・・資金不足比率
資金不足比率 公営企業（法適、法非適）ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率。経営状況の深刻度を示す。

■本村の指標と判断基準　本村においては、健全化法の規定による判断基準以上とはなりませんでした。
健全化判断比率 平成 21 年度 早期健全化基準 財政再生基準 備考
実 質 赤 字 比 率 － 14.13 20.00 赤字ではないた

め該当なし連結実質赤字比率 － 19.13 40.00
実質公債費比率 12.0 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 38.6 350.0

資 金 不 足 比 率 平成 21 年度 経営健全化基準 備考
水 道 事 業 －

20.0
資金不足ではな
いため該当なし

工業用水道事業 －
公共下水道事業 －
農業集落排水事業 －

　なお、４つの指標のうちのいずれかが早期健全化基準以上である場合は財政健全化計画を、４つの指標のうち将来負
担比率を除いた指標のいずれかが財政再生基準以上である場合には財政再生計画をそれぞれ定めなければなりません。

議会費（1.4%）
1 億 1,338 万 9 千円

総務費（19.7%）
15 億 7,125 万 6 千円

民生費（17.2%）
13 億 6,424 万 7 千円

衛生費（5.4%）
4 億 3,030 万 7 千円

労働費（0.7%）
5,164 万 2 千円

農林水産業費（6.8%）
5 億 4,136 万 4 千円

商工費（3.0%）
2 億 4,259 万 7 千円

土木費（19.1%）
15 億 1,630 万 2 千円

消防費（4.3%）
3 億 4,496 万 8 千円

教育費（11.5%）
9 億 1,414 万 6 千円

災害復旧費（0%）
48 万 3 千円

公債費（10.9%）
8 億 6,797 万 4 千円

歳出決算額
79 億 5,867 万 5 千円

※１－自主財源その他の内訳
　分担金及び負担金
　使用料及び手数料
　財産収入
　寄附金
　繰入金
　繰越金
　諸収入

9,562 万 8 千円
6,203 万 8 千円
5,117 万 7 千円
2,922 万 8 千円

9 億 9,305 万 4 千円
1 億 7,187 万 6 千円
1 億 6,121 万 7 千円

※２－依存財源その他の内訳
　地方譲与税
　利子割交付金
　ゴルフ場利用税交付金
　地方消費税交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　交通安全対策特別交付金
　国有提供施設等所在市町村助成交付金

1 億 3,265 万 3 千円
763 万 9 千円

3,926 万 7 千円
1 億 9,078 万 1 千円

171 万 1 千円
82 万 9 千円

2,539 万 4 千円
6,438 万 4 千円

268 万 2 千円
376 万 6 千円

その他（19.2%）※１
15 億 6,421 万 8 千円

歳入決算額
81 億 9,619 万 6 千円

村税（49.2%）
40 億 3,208 万 4 千円

その他（5.7%）※２
4 億 6,910 万 6 千円

国庫支出金（15.5%）
12 億 7,246 万 2 千円

地方交付税（0.4%）
3,626 万 4 千円

県支出金（4.9%）
4 億 236 万 2 千円

地方債（5.1%）
4 億 1,970 万 0 千円

〔内訳〕
　村民税
　固定資産税
　軽自動車税
    村たばこ税
　入湯税

13 億 30 万 7 千円
25 億 3,720 万 3 千円

3,459 万 8 千円
1 億 2,895 万 5 千円

3,102 万 1 千円

依存
財
源

自
主
財

源

◆自主財源
　村税や使用料など、村が自主
　的に調達できる財源
◆依存財源
　地方交付税や国・県支出金な
　ど、国や県が交付・割り当て
　をし、交付される財源
◆財政調整積立基金
　地方公共団体における年度間
　の財源の不均衡を調整するた
　めに設けられる基金
◆減債基金
　公債費の償還を計画的に行う
　ために設けられる基金
◆特定目的基金
　特定目的のために財産を維持
　し、資金を積み立てるために
　設置される基金のうち、財政
　調整基金及び減債基金を除い
　た基金
◆公債費
　村が国や銀行などから借り入
　れた資金（村債）の元利償還
　金や一時借入金利子の合計
◆収益的収入・支出
　公営企業の維持管理に対する
　収入・支出
◆資本的収入・支出
　公営企業施設の整備や改良を
　するための収入・支出
◆損益勘定留保資金
　事業収益などの内部留保資金
◆標準財政規模
　自治体の標準的な一般財源（使
　途が特定されず、どのような
　経費にも使用することできる
　経費。村税、地方譲与税、地
　方交付税など）の総額をあら
　わすもの

－   用語の解説   － 特 別 会 計
区 分 歳 入 歳 出 歳入歳出差引額

墓 地 429 万 7 千円 428 万 9 千円 8 千円
国 民 健 康 保 険 17 億 8,080 万 3 千円 15 億 7,252 万 6 千円 2 億 827 万 7 千円
老 人 保 健 707 万 6 千円 630 万 1 千円 77 万 5 千円
土 地 造 成 事 業 1,290 万 8 千円 1,290 万 4 千円 4 千円
公 共 下 水 道 事 業 9 億 4,632 万 2 千円 9 億 4,632 万 2 千円 0 千円
農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 8,211 万 2 千円 1 億 8,211 万 2 千円 0 千円
介 護 保 険 事 業 9 億 2,997 万 3 千円 8 億 8,336 万 2 千円 4,661 万 1 千円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 4,336 万 7 千円 4,188 万 1 千円 148 万 6 千円
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 444 万 9 千円 1 億 427 万 9 千円 17 万 0 千円

工業用水事業会計
区 分 決 算 額

収 益 的 収 入 3 億 528 万 9 千円
支 出 2 億 6,533 万 5 千円

資 本 的 収 入 873 万 0 千円
支 出 1 億 2,948 万 7 千円

水道事業会計
区 分 決 算 額

収 益 的 収 入 3 億 3,854 万 6 千円
支 出 2 億 4,920 万 6 千円

資 本 的 収 入 1,775 万 2 千円
支 出 1 億 3,204 万 4 千円

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
1 億 2,075 万 7 千円は、損益勘定留保資金など
で補てんしました。

公 営 企 業 会 計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
1 億 1,429 万 2 千円は、損益勘定留保資金など
で補てんしました。

　村民のみなさんが負担した村税
などを中心とした財源が、どのよ
うに使われたのかを公表します。

村
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区分 未償還額
一 般 会 計 6,418,638 千円 
公共下水道事業特別会計 4,536,057 千円 
農業集落排水事業特別会計 1,985,659 千円 
介護サービス事業特別会計 91,811 千円 
水 道 事 業 会 計 941,483 千円
工 業 用 水 道 事 業 会 計 1,602,272 千円

　平成 22 年９月末現在の一般会計、特別会計、公営企
業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

会計名 予算額
収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 13,092 千円 217 千円 1.7%
0 千円 0%

国 民 健 康 保 険 1,671,480 千円 797,828 千円 47.7%
633,801 千円 37.9%

老 人 保 健 925 千円 774 千円 83.7%
184 千円 19.9%

土 地 造 成 事 業 216 千円 4 千円 1.9%
0 千円 0%

公共下水道事業 768,223 千円 321,075 千円 41.8%
133,317 千円 17.4%

農業集落排水事業 182,940 千円 108,173 千円 59.1%
83,091 千円 45.4%

介 護 保 険 事 業 962,352 千円 177,084 千円 18.4% 
484,668 千円 50.4%

介護サービス事業 43,445 千円 40,535 千円 93.3%
4,910 千円 11.3%

後 期 高 齢 者 医 療 112,899 千円 32,323 千円 28.6%
29,209 千円  25.9%

区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 320,363 千円 147,699 千円 46.1%
支出 320,363 千円 55,188 千円 17.2%

資本的 収入 34,450 千円 0 千円 0%
支出 191,440 千円 46,602 千円 24.3%

区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 305,771 千円 131,870 千円 43.1%
支出 305,771 千円 57,945 千円 19.0%

資本的 収入 99,001 千円 0 千円 0%
支出 238,140 千円 46,390 千円 19.5%

一般会計

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 3,701,825 千円 2,232,347 千円 60.3%
地 方 譲 与 税 150,398 千円 38,378 千円 25.5%
地 方 交 付 税 525,552 千円 262,726 千円 50.0%
分担金・負担金 97,853 千円 36,792 千円 37.6%
使用料・手数料 83,560 千円 34,945 千円 41.8%
国 庫 支 出 金 950,605 千円 189,608 千円 19.9%
県 支 出 金 598,949 千円 135,927 千円 22.7%
財 産 収 入 42,854 千円 25,962 千円 60.6%
繰 入 金 386,562 千円 0 千円 0%
繰 越 金 150,521 千円 150,521 千円 100.0%
諸 収 入 147,714 千円 12,421 千円 8.4%
地 方 債 1,020,300 千円 0 千円 0%
そ の 他 309,223 千円 164,150 千円 53.1%
合 計 8,165,916 千円 3,283,777 千円 40.2%

【歳入】
科目 予算額 支出済額 支出率

議 会 費 117,735 千円 59,160 千円 50.2%
総 務 費 1,311,801 千円 456,109 千円 34.8%
民 生 費 1,864,341 千円 724,741 千円 38.9%
衛 生 費 386,386 千円 147,070 千円 38.1%
労 働 費 178,124 千円 39,225 千円 22.0%
農 林 水 産 業 費 545,893 千円 267,662 千円 49.0%
商 工 費 232,024 千円 130,583 千円 56.3%
土 木 費 1,307,143 千円 490,477 千円 37.5%
消 防 費 322,705 千円 178,970 千円 55.5%
教 育 費 1,210,577 千円 352,405 千円 29.1%
災 害 復 旧 費 18 千円 0 千円 0%
公 債 費 666,532 千円 238,313 千円 35.8%
予 備 費 22,637 千円 0 千円 0%
合 計 8,165,916 千円 3,084,715 千円 37.8%

【歳出】

区分 現在高 区分 現在高
財 政 調 整 基 金 1,843,388 千円 地 域 振 興 基 金 37,282 千円 
減 債 基 金 57,908 千円 義務教育施設整備基金 538,222 千円 
地 域 福 祉 基 金 74,357 千円 ス ポ ー ツ 振 興 基 金 21,310 千円 
人 材 育 成 基 金 413,681 千円 畜 産 振 興 基 金 5,099 千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 37,760 千円 土 地 開 発 基 金 145,517 千円 
公 共 施 設 整 備 基 金 635,641 千円 国民健康保険給付支払準備基金 86,637 千円 
介 護 支 払 準 備 基 金 50,092 千円 環 境 基 金 6,333 千円
電源立地地域対策交付金基金 4 千円 子 育 て 基 金 201,200 千円 

【基金】 【地方債】

【水道事業会計】

【工業用水道事業会計】

平成 22 年度

予算の執行状況

特別会計 公営企業会計

基金及び地方債の状況 （平成 21 年度末現在高）

　

こ
の
表
彰
は
、
百
歳
を
迎
え

た
方
々
長
寿
を
祝
い
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
表
彰
で
対
象
と
さ
れ

た
方
は
、
平
成
二
十
二
年
度
中

に
百
歳
を
迎
え
る
明
治
四
十
三

年
四
月
一
日
か
ら
明
治
四
十
四

年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま

れ
た
方
で
す
。（
九
月
十
五
日

時
点
に
お
け
る
年
齢
が
基
礎
と

さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

西
郷
村
で
は
、
佐
竹
義
興
さ

ん
（
羽
太
）
と
、
鈴
木
シ
ノ
さ

ん
（
さ
つ
き
荘
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
、
村
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
お
住
ま
い
を
訪
問

し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝

状
及
び
記
念
品
（
銀
杯
）
を
伝

達
し
ま
し
た
。

▲佐竹義興さん（羽太）

　

佐
竹
さ
ん
は
平
成
十
六
年
に

西
郷
村
に
移
り
住
み
、
現
在
も

自
宅
で
御
家
族
と
一
緒
に
生
活

し
て
い
ま
す
。
他
県
に
住
む
娘

さ
ん
た
ち
も
定
期
的
に
訪
れ
、

家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
郷
村
に
居
を
移
す
以

前
は『
さ
き
た
ま「
ふ
だ
ん
ぎ
」』

と
い
う
同
人
誌
の
編
集
発
行
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
編
集
か
ら

退
い
た
現
在
で
も
、
そ
の
当
時

の
仲
間
か
ら
同
人
誌
が
贈
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
白
河
市
出
身

で
す
。
村
長
か
ら
祝
状
と
記
念

品
を
受
け
取
る
と
、
し
っ
か
り

と
し
た
声
で
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

九
月
十
五
日
の
「
老
人
の
日
」
の
記
念
行
事
と

し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る

方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
及
び
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
郷
村
で
は
、
男
性
一
名
、
女
性
一
名
の
二
名

の
方
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

�　Ｈ２２．　１１．　１

　

今
年
度
、
百
歳
を
迎
え
る

表
彰
対
象
者
は
日
本
国
内
及

び
海
外
在
留
邦
人
合
わ
せ
て

二
万
三
千
二
百
六
十
九
名
で

す
。（
平
成
二
十
二
年
九
月

一
日
現
在
）
昨
年
度
よ
り
も

千
六
百
六
十
六
名
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
※
面
会
等
に
よ
る

所
在
・
存
命
確
認
が
で
き
た
方
）

　

福
島
県
内
で
は
男
性
六
十
一

名
、
女
性
三
百
九
名
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
・
平
成
と
四
つ
の
時
代
を

様
々
な
世
の
中
の
出
来
事
と
と

も
に
、
百
年
の
時
を
過
ご
さ
れ

て
き
た
方
々
で
す
。

▲鈴木シノさん（さつき荘）
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秋晴れのなか

　自然環境のすばらしさや水の大切さを知るた

め、阿武隈川サミット実行委員会（委員長：瀬

戸孝則福島市長）主催の阿武隈川源流探検が新

甲子遊歩道で実施されました。熊倉小学校児

童７名の他、県内や宮城県の阿武隈川沿川の 7

市町村の小学校 14 校から約 120 名が参加し

ました。さわやかな秋晴れの中、参加者は遊歩

道の散策を楽しみました。

　第 39 回村民登山大会が茨城県の筑波山で開催

されました。西郷村文化センターで開会式を行

った後、筑波山へ向かいました。

　当日は小雨の降るあいにくの天気でしたが、

約 60 名の参加者たちは林の中を、山頂目指して

登って行きました。山頂近くの休憩所で休息後、

悪天候により足場が悪くなったため、ケーブル

カーで下山しました。

　ジャスコ白河西郷店東口で、赤い羽根共同募

金の街頭募金が行われました。午前中は米小学

校児童７名、午後からは羽太小学校児童６名が

参加し、買い物に訪れたお客さんたちに募金の

お願いをしました。子どもたちは、最初は恥ず

かしそうに募金のお願いをしていましたが、だ

んだんと、元気良く大きな声で募金のお願いを

呼びかけることができるようになりました。

　福島県青少年育成県民会議主催の第 32 回少

年の主張福島県大会が、いわき市文化センタ

ーで開催されました。県内の中学校 166 校か

ら 15,727 人の応募者があり、その中から審

査を通過した 16 名の中学生が発表を行いまし

た。西郷村からは、川谷中学校３年の八島知

優さんが出場しました。八島さんは「Frontier 

spirit」を発表し、優秀賞５人の中の１人に選

ばれました。

ご協力をおねがいします

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

　村内各保育園・幼稚園で運動会が開催されました。子どもた
ちのがんばる姿に、保護者席から盛んな声援がとんでいまし
た。また、保護者参加競技では、保護者が子どもたちに手を引
かれて走るなど、会場にはにぎやかな声が響いていました。

　９月 16 日から２日間、川谷小学校４，５年生

児童 17 名と引率者９名が、宮城県亘理町の荒浜

小学校を訪れ交流活動を行いました。この日は、

子どもたちが楽しみにしていた海釣り体験を行い

ました。船に乗った子どもたちは、ハゼやエビを

釣り上げ大喜びでした。海で、たくさんの良い思

い出を作ることができた交流会でした。

▲曲にあわせて元気にダンス！（まきば保育園） ▲力いっぱい綱引き！（みずほ保育園）

　　　残念な天気でした

どんな魚が釣れたかな？

９/30

10/ ２

９/23

９/17
10/ ２

　　　　思いをつたえて

▲こっち、こっち！（村立幼稚園） ▲果物を拾ったら橋を渡ろう！（川谷保育園）

９/24９/19

９/18
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西郷村中央公民館図書室だより

第六回

統 計 入 門 統計に表れた世の中の出来事

　平成 22 年も残すところ、あと２カ月となりました。今年は、５年に１度の国勢調
査の年でしたが、みなさん昨年の出来事をおぼえていますか？

　平成 21 年４月、新型インフルエンザの発生

が世界で初めて確認されました。続いて、６月

にはＷＨＯにより新型インフルエンザの世界的

大流行が宣言されました。

　感染力が強いウィルスであり、当初ワクチン

の供給見通しが立たなかったため、予防対策と

してマスクや消毒薬の需要が急増したことは記

憶に新しいところです。

　それを表すように平成 21 年の家計調査結果

によると、最初に国内での感染者が確認された

５月及び国内の新型インフルエンザが流行シー

ズン入りした８月から 10 月は、前年に比べて

マスクなどの保健用消耗品への支出金額が大幅

に増加しています。例年であれば、夏にはマス

クなどへの支出は減少するのですが、新型イン

フルエンザの影響か昨年は増加しました。

新型インフルエンザ流行！ エコポイント制度開始！
　平成 21 年５月から環境に考慮されたグリー

ン家電を購入すると、商品券や電子マネーに交

換可能なエコポイントがついている「エコポイ

ント制度」が開始されました。テレビへの平成

21 年の支出金額及び購入数量を見ると、この

制度の開始後から、テレビへの支出金額や購入

数量が大幅に増加しています。

家計調査の結果が表すこと
　家計調査の結果には、世の中の出来事が如実

に現れています。なぜなら、世帯の実際の支出

を記録した家計簿による統計だからです。以前

の調査結果と比較することにより、私たちの暮

らしがどのように変化しているのかを知ること

ができます。 ・日時　11 月 21 日㈰（上映前舞台挨拶）
　　　　① 13 時 30 分開場 /14 時 00 分～
　　　　② 17 時 00 分開場 /17 時 30 分～

・上映場所　西郷村文化センター
・料金　前売り券 500 円、高校生以下無料
　　（当日券は 200 円増し）

・チケット販売所
　　西郷村文化センター

・チケット問合せ
　福シネマ事務局（NPO 法人カルチャーネットワーク内）
　福島県白河市中田 140 白河市文化センター内
　TEL0248-22-5271　FAX0248-22-5224　
※上映会は、西郷村文化センター以外に下郷町ふれあいセンター

や白河市はくしんイベントホールでも開催されます。
平
成
22
年
度
上
半
期
貸
出

　

ベ
ス
ト
３
を
発
表
し
ま
す
！

11 月の休館日
１日（月）・８日（月）・
15日（月）・22日（月）・
29日（月）

よモーくん

児
童
書

１　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
き
ょ
う
ふ
の

　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
う
と
っ
き
ゅ
う　
　

原　

ゆ
た
か　

ポ
プ
ラ
社

２　

ぴ
ょ
こ
た
ん
の
な
ぞ
な
ぞ

　
　
　
　
　
　
　

９
９
９
チ
ャ
レ
ン
ジ　

こ
の
み
ひ
か
る　

あ
か
ね
書
房

３　

や
せ
る
ぜ
！
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ　
　
　

　
　
　
　
　

ダ
イ
エ
ッ
ト
大
さ
く
せ
ん　
　

原　

ゆ
た
か　

ポ
プ
ラ
社

一
般
書

１　

１
Ｑ
８
４
（
１
）　

村
上　

春
樹

　
　

新
潮
社

２　

１
Ｑ
８
４
（
２
）　

村
上　

春
樹　

新
潮
社

３　

江
（
上
）　　
　
　

田
淵
久
美
子

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

番
外　

１
Ｑ
８
４
（
３
）・
江
（
下
）
も
10
位

以
内
に
は
い
っ
て
い
ま
す
。

四
十
九
日
の
レ
シ
ピ　

伊
吹
有
喜　

ポ
プ
ラ
社　

　

崩
壊
寸
前
の
家
族
が
、
急
逝
し
た
妻
の
「
自
分
が
死
ん
だ
ら
四
十
九
日

の
法
要
は
お
経
も
お
線
香
も
い
ら
な
い
か
ら
大
宴
会
を
開
い
て
欲
し
い
」

と
い
う
遺
言
を
き
っ
か
け
に
、
残
さ
れ
た
夫
と
娘
が
喪
失
感
・
失
意
に
さ

い
な
ま
れ
な
が
ら
も
、
妻
の
最
後
の
願
い
を
か
な
え
る
こ
と
で
、
再
生
し

て
い
く
・
・
・
奇
跡
の
よ
う
な
お
話
で
す
。

お
す
す
め

白河市・西郷村・下郷町がロケ地になった
映画「こもれび」地元特別先行上映会開催

　

福
シ
ネ
マ
第
一
回
作
品
『
こ

も
れ
び
』
上
映
会
を
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
西
郷
村
在
住

の
俳
優
根
本
博
成
が
主
宰
す
る

自
主
映
画
製
作
組
織
「
福
シ
ネ

マ
」
に
よ
っ
て
、
福
島
県
白
河

市
、
西
郷
村
、
下
郷
町
、
栃
木

県
那
須
塩
原
市
で
撮
影
が
行
わ

れ
、
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
ご

協
力
に
よ
り
完
成
致
し
ま
し
た
。

監
督
は
新
人
の
小
澤
雅
人
さ
ん
。

主
演
は
、
売
り
出
し
中
の
我
妻

三
輪
子
さ
ん
、
地
元
か
ら
は
監

督
面
接
で
選
考
さ
れ
た
村
在
住

の
近
藤
雄
大
く
ん
ら
が
出
演
し

て
い
ま
す
。

　

物
語
は
、
家
族
関
係
に
悩
む

女
子
大
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
暗
い

過
去
を
持
つ
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
と
の
心
の
交
流
を
軸

に
展
開
し
、
親
と
子
の
絆
を
テ
ー

マ
に
阿
武
隈
川
源
流
な
ど
風
光

明
媚
な
景
観
や
美
し
い
街
並
み
、

大
昭
和
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

等
が
、
作
品
に
彩
り
を
添
え
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　

☎
２
５
─
２
３
７
１

　総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ）は、2011 年７月 24 日に完全移行する
地上デジタル放送の受信状況等を、テレマーケティング（自動音声案内システム）を用い
ることで、きめ細かな地上デジタル放送支援を行ってまいります。
※「テレマーケティング」とは、全国の電話帳登録世帯を対象に、テレビ放送の受信方法 
　を尋ねるものです。回答してもらった内容により「地デジ未導入世帯を抽出」し、ご希
　望により戸別訪問等を行うなどして地デジの普及を推進するものです。

【実施時期】　2010 年 10 月 10 日頃～ 12 月末まで
【質問内容】（自動音声案内システムより）

①地上デジタル放送の視聴状況
②「みることができない」、「わからない」の場合

・受信状況（一戸建、集合住宅）
③回答いただいた方の年代

地デジの受信状況「テレマーケティング」実施中

■問合せ
　デジサポ　テレマ担当窓口
　☎０５７０－０３－０７２４
　（受付／平日　 9:30 ～ 17:30）
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10
月
１
日
か
ら
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
」
が
始
ま
り
ま
し
た

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
新
型
・
季
節
性
が
混
合
さ
れ
た
３

価
ワ
ク
チ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

費
用
助
成
対
象
者
お
よ
び
助
成
手
続

き
、
指
定
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
10
月
上
旬
に
回
覧
し
た
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
再
開

さ
れ
ま
し
た

①
「
第
１
期
（
１
回
目
、２
回
目
、追
加
）」

　

の
３
回
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
「
３

　

歳
か
ら
７
歳
６
カ
月
未
満
」お
よ
び「
９

　

歳
か
ら
13
歳
未
満
」
の
お
子
さ
ん
は
、

　

希
望
す
れ
ば
「
第
１
期
」
の
不
足
分
（
１

　

回
目
、
２
回
目
、
追
加
）
の
接
種
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
「
第
１
期
（
１
回
目
、
２
回
目
、
追

　

加
）」
の
３
回
接
種
を
す
で
に
受
け
て

　

い
る
「
９
歳
か
ら
13
歳
未
満
」
の
お

　

子
さ
ん
は
、
希
望
す
れ
ば
「
第
２
期
」

　

の
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

に
つ
い
て

　

生
後
90
日
以
上
の
飼
い
犬
に
つ
い
て

は
、
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
住
民

生
活
課
に
て
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
が
ま
だ
の

方
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
注
射
を

受
け
さ
せ
、
住
民
生
活
課
へ
注
射
済
証

明
書
を
持
参
し
、
注
射
済
票
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課（
生
活
環
境
係
）

社
会
体
育
施
設
等
の
利
用
方
法

が
変
わ
り
ま
す

　

社
会
体
育
施
設
（
村
民
体
育
館
等
）

の
利
用
に
つ
い
て
、
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
平
成
23
年
１
月
の
利
用
か
ら
、

使
用
日
の
前
々
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま

で
に
、
予
約
の
申
請
を
教
育
委
員
会
へ

提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
重
複
し
た
時
間
帯
に
つ
い
て

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受

給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る

最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上

の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平
成

21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税

　

方
は
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

　

金 

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　
〔
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〕

　

☎
０
５
７
０
︱
０
５
９
︱
２
０
４

　
（
平
日
９
時
～
18
時　

土
・
日
曜
日
、

　

祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

　

白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
で

は
、
建
設
工
事
、
測
量
等
、
製
造
（
工
事

に
係
る
資
材
の
販
売
）、
物
品
購
入
・
役

務
の
提
供
（
水
質
検
査
を
含
む
）
の
平
成

23
・
24
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

12
月
１
日
㈬
～
平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
様
式　

企
業
団
様
式

●
注
意
事
項

　

①
提
出
書
類
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、

　
　

各
様
式
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ

　
　

か
は
、
平
成
22
年
７
月
１
日
を
基

　
　

準
日
と
す
る
こ
と
。

　

②
各
種
証
明
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発

　
　

行
官
公
署
に
お
い
て
定
め
た
様
式

　
　

と
し
、
証
明
年
月
日
は
申
請
日
か

　
　

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
３
カ
月
以
内
の

　
　

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
詳
し
く
は
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w

.

　
　

shirakaw
a.ne.jp/~kigyodan/

）

●
提
出
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
締
切
日
必
着
）、

　

Ａ
４
判
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
綴
じ

■
問
合
せ
・
提
出
先

　

〒
９
６
１
︱
８
０
７
１

　

西
郷
村
大
字
真
船
字
芝
原
47
︱
11

　

白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
庶
務
係

　

☎
２
５
︱
５
３
９
５

ご
存
じ
で
す
か
、自
賠
責
の
こ
と
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の
自
動

車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に

全
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

と
と
も
に
、
全
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な

賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者

の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制

度
の
役
割
・
重
要
性
や
、
保
険
金
・
共
済

金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理

解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

■
問
合
せ

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支

　

局 

輸
送
・
監
査
部
門

　

☎
０
２
４
︱
５
４
６
︱
０
３
４
３

が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る

所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必
要
な

お
手
続
き
（
更
正
の
請
求
ま
た
は
確
定
申

告
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方

や
所
得
税
の
還
付
の
お
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ

　

白
河
税
務
署

　

☎
２
２
︱
７
１
１
１

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成

22
年
10
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

●
対
象
者

　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月

　

16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命

　

の
方

●
受
付
期
限　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

●
請
求
書
類
に
つ
い
て

　

当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

　

す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

お
知
ら
せ

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　( 生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　11 月休日当番日
３日 内 藤 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-0331

  ７日 永 山 歯 科 医 院（白河市）☎ 27-1646
  14 日 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110
  21 日 芳 賀 医 院 歯 科 室（西郷村）☎ 25-2862

23 日 早 坂 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-6480
28 日 は や し 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-1818

●小児科医　11 月休日当番日
  ３日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  ７日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
14 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001

 21 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
23 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
28 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

●内科・外科医　11 月休日当番日
 ３日 ら く ら く 医 院（白河市）☎ 54-5333

  ７日 いがらし内科クリニック（白河市）☎ 21-9111
  14 日 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 31-1570
  21 日 おおほりクリニック（矢吹町）☎ 41-2311

23 日 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
28 日 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（10 時～ 16 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］11 月７・14・21・28 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税及び上下水道使用料

国 民 健 康 保 険 税（５　期）
介 護 保 険 料（５　期）
後期高齢者医療保険料（４　期）
上 下 水 道 使 用 料（11 月分）

11 月 30 日（火）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で
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■
問
合
せ
・
申
込
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河  

求
人
・
専
門
援

　

助
部
門

　

☎
２
４
︱
１
２
５
６

平
成
23
年
度

　

保
育
園
入
園
申
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
み

受
付
（
新
規
入
園
希
望
者
分
）
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　

者
と
の
個
別
面
談
、
安
定
所
な
ど
各
機

　

関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど

●
日
時　

11
月
16
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
南
２
︱
52
）

●
そ
の
他

　

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
一
週

　
　

間
前
に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公

　
　

開
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
︱
５
２
８
︱
０
３
６
６

し
ら
か
わ
障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
求
職
登
録

中
の
障
が
い
者
を
対
象
に
、
障
が
い
者

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈭　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河
２

　

階
富
士
の
間
（
白
河
市
新
白
河
駅
前
）

●
就
職
を
希
望
す
る
求
職
登
録
中
の
障

　

が
い
者
の
皆
様
へ

　
　

企
業
の
採
用
担
当
者
と
直
接
お
話

　

し
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
是

　

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
当
日
、
新
規

　

求
職
申
込
み
に
よ
り
参
加
す
る
こ
と

　

も
可
能
で
す
）

性
の
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

●
日
程　

11
月
11
日
㈭
・
12
月
９
日
㈭

●
時
間　

各
回　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
定
員　

各
回　

10
名

●
場
所　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　

白
河
窓
口
（
白
河
市
郭
内
１
Ｎ
Ｔ
Ｔ
白

　

河
ビ
ル
１
階
、
駐
車
場
有
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
込
み

　
　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
お

　

電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
白
河

　

窓
口

　

☎
２
７
︱
０
０
４
１

平
成
22
年
度
ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会

　

平
成
23
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定

の
方
、
平
成
20
年
３
月
、
平
成
21
年
３
月
、

平
成
22
年
３
月
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職

活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
県
内
に

就
業
場
所
ま
た
は
営
業
拠
点
を
有
し
、
正

社
員
と
し
て
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業

所
と
の
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当

■
問
合
せ
・
予
約

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
︱
１
７
８
５

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
～
金
曜
日
）

　

10
時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
「
労

働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実

施
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働

時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
都
道

府
県
労
働
局
に
お
い
て
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
に
よ
る
全
国
一
斉
の
「
労
働
時
間
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
６
日
㈯　

９
時
～
17
時

●
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
︱
７
９
４
︱
７
１
３

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
２

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
０
」

　

再
就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
に
、
仕

事
探
し
に
役
立
つ
情
報
・
知
識
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
中
高
年
、
女

部
科
学
大
臣
賞
受
賞
を
記
念
し
、
受
賞

作
品
を
中
心
に
22
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
開
催
期
間

　

11
月
６
日
㈯
～
12
月
５
日
㈰

●
開
館
時
間　

９
時
～
18
時

　
（
初
日
は
11
時
30
分
か
ら
、
金
曜
日
は

　

19
時
30
分
ま
で
開
館
）

●
場
所　

白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
白
河
市
中
田
７
｜
１
）

●
入
館
料

　

一
般
２
０
０
円
、
小
中
高
校
生
無
料

■
問
合
せ

　

白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
２
７
︱
２
３
１
０

第
６
回
こ
こ
ろ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ア
ー
ト
展

●
内
容

　

展
示
即
売
（
陶
芸
、
絵
画
、
彫
刻
、
版

　

画
、
書
、
切
り
絵
、
織
物
、
木
工
、
皮

　

工
芸
ほ
か
）、
イ
ベ
ン
ト
（
カ
ラ
ー
セ

　

ラ
ピ
ー
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
会
、

　

こ
こ
ろ
や
商
品
販
売
）

●
日
時　

11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

10
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

●
場
所

　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

こ
こ
ろ
ん

　
（
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
下
根
岸
９
）

●
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
ん

　

☎
５
４
｜
１
１
１
５

第
27
回
黒
羽
矯
正
展

　

受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
活
動

を
地
域
の
皆
様
に
紹
介
し
、
理
解
と
協

力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。
刑
務
所
内
見
学
、
受
刑

者
の
所
内
生
活
の
紹
介
（
パ
ネ
ル
展
示
）、

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
バ
ザ
ー
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈫

　

９
時
～
14
時
30
分

●
場
所　

黒
羽
刑
務
所

　
（
栃
木
県
大
田
原
市
寒
井
１
４
６
６
｜
２

　

駐
車
場
１
，
０
０
０
台
）

■
問
合
せ

　

黒
羽
刑
務
所

　

☎
０
２
８
７
｜
５
４
｜
１
１
９
８

無
料
調
停
相
談

●
内
容

　

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
し
借
り
、
離

　

婚
、
相
続
の
問
題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

●
日
時
（
予
約
不
要
）

　

11
月
19
日
㈮　

10
時
～
17
時
30
分

●
場
所

　

白
河
市
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

■
問
合
せ

　

白
河
調
停
協
会

　

☎
２
２
︱
５
５
５
５

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
無
料
）

●
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・
遺

　

言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年

　

後
見
な
ど
に
関
す
る
法
律
相
談

●
開
催
日　

11
月
４
日
㈭
・
12
月
２
日
㈭

●
時
間　

17
時
～
20
時

●
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
緊

　

急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最

　

寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘

　

密
は
厳
守
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
　

ｉ
ｎ
け
ん
な
ん  

２
０
１
０

　
「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
「
子
育
て
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
日
時

　

11
月
６
日
㈯　

10
時
40
分
～
15
時
30
分

●
場
所

　

Ｊ
Ａ
し
ら
か
わ
本
所 

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
白
河
市
弥
次
郎
窪
29
︱
１
）

※
Ｊ
Ａ
し
ら
か
わ
が
実
施
す
る
「
Ｊ
Ａ
ま

　

つ
り
」
と
同
日
開
催

●
内
容

　

①
ア
ラ
ゴ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

　
　

講
師　

荒
牧 

光
子
さ
ん

　

②
食
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

講
師　

三
森 

美
智
子
さ
ん

●
参
加
料　

無
料

■
問
合
せ

　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
児
童
家

　

庭
支
援
チ
ー
ム

　

☎
２
２
︱
５
６
４
７

白
河
市
制
施
行
５
周
年
記
念
特

別
企
画
展
「
今
井
珠
泉
展
」

　

白
河
市
出
身
の
日
本
画
家
今
井
珠
泉

氏
の
、
再
興
第
94
回
院
展
に
お
け
る
文

相　
　

談

募　
　

集

受付場所 保育園
の規模

受 付 日
受付時間 保育年齢

㈳
川谷保育園

定員
90 名

11 月 18 日㈭
14 時～ 18 時

平成 23 年４月１日で
満６カ月から

村立
みずほ保育園

（指定管理）

定員
120 名

11 月 19 日㈮
14 時～ 18 時

平成 23 年４月１日で
満６カ月から

村立
まきば保育園

定員
150 名

11 月 24 日㈬
14 時～ 18 時

平成 23 年４月１日で
満 10 カ月から
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●
日
時　

12
月
23
日
㈭　

14
時
～
18
時

●
場
所　

鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

●
参
加
料

　

・
男
性　

４
，
０
０
０
円

　

・
女
性　

２
，
０
０
０
円

※
講
習
会
は
男
女
と
も
無
料
で
す
。

●
募
集
人
数

　

・
男
性
50
名
（
白
河
市
お
よ
び
西
白

　
　
　
　
　
　
　

河
郡
在
住
）

　

・
女
性
50
名
（
県
内
・
県
外
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　

も
参
加
可
能
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
間　

11
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

・「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実
行

　
　

委
員
会
事
務
局
（
白
河
市
企
画
政

　
　

策
課
内
）

　
　

☎
２
２
｜
１
１
１
１

　
　

kikaku@
city.shirakaw

a.

　
　
　

 fukushim
a.jp

　

・
企
画
調
整
課
（
企
画
情
報
係
）

介
護
講
習
会
の
ご
案
内

●
目
的

　
　

高
齢
者
の
雇
用
就
業
機
会
の
確
保

　

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
60

　

歳
代
前
半
層
の
高
齢
求
職
者
な
ど
を

　

対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

●
開
催
日

　

11
月
24
日
㈬
・
25
日
㈭
・
30
日
㈫
・

　

12
月
１
日
㈬
・
６
日
㈪

●
場
所

　

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
、
60
歳
代
前
半
層
の
健

　

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
60
歳
～

　

65
歳
）

●
定
員　

30
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈬

■
問
合
せ

　

㈳
白
河
・
西
郷
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
︱
９
１
２
８

陸
上
自
衛
隊

　
　

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
・
推
薦
）

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈪
～
平
成
23
年
１
月
６
日
㈭

●
受
験
資
格

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

・
入
園
申
込
み
の
各
用
紙
は
、
各
保
育 

　

園
お
よ
び
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ

　

り
ま
す
。（
入
園
申
込
書
、
勤
務
証
明

　

書
、
家
庭
の
状
況
表
）

・
入
園
申
込
書
は
、
指
定
の
受
付
日
に
、

　

入
園
を
希
望
す
る
各
保
育
園
に
持
参 

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
勤
務
証
明
書
の
提
出
が
受
付
日
に
間 

　

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
後
日
、
各
保 

　

育
園
ま
た
は
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

・
受
入
れ
で
き
る
児
童
数
は
、
各
年
齢
ご 

　

と
で
の
申
込
み
状
況
に
よ
り
ま
す
の

　

で
、
定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
入

　

園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
祉
課
（
児
童
福
祉
係
）

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

　

真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の

男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出
逢
い
の
場
」

を
提
供
す
る
パ
ー
テ
ィ
で
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
で
の
出
逢
い
を
よ

り
素
敵
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
事
前

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
講
習
会
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
告
白
タ
イ
ム
な
ど

※
講
習
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
17
歳
未
満
（
平
成
６
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

　

に
生
ま
れ
た
者
の
男
子
で
中
卒
見
込

　

み
を
含
む
）

●
試
験
日

　
【
一
般
】

　
　

１
次
試
験
…
平
成
23
年
１
月
22
日
㈯

　
　
（
場
所:

白
河
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　
　

タ
ー
）

　
　

２
次
試
験
…
平
成
23
年
２
月
５
日
㈯

　
　
（
場
所:

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
）

　
【
推
薦
】

　
　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
か
ら
同
年

　
　

１
月
17
日
㈪
ま
で
の
間
の
指
定
す

　
　

る
１
日
（
場
所:

陸
上
自
衛
隊
高

　
　

等
工
科
学
校
）

●
試
験
内
容

　
【
一
般
】

　
　

１
次
試
験
…
筆
記
試
験
（
国
語
、
社

　
　

会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
、
作
文
）

　
　

２
次
試
験
…
口
述
試
験
、
身
体
検
査

　
【
推
薦
】

　
　

口
述
試
験
、
基
礎
学
力
試
験
（
論
述

　
　

問
題
を
含
む
）
お
よ
び
身
体
検
査

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

白
河
地

　

域
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

試　
　

験
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西郷
デジタル化
宣言

Chapter ５

　近年の情報通信技術は、大容量のデータ通信が容易に出来る時
代になりました。村では、生活環境の変化に伴い、情報通信技術
を積極的に活用した快適な生活の実現に向け、総務省の情報通信
格差是正事業の補助を受け村内に光ファイバ網を整備しました。
　村民の皆様に安全で安心な生活ができるように村では、WEB
カメラ等を利用した情報提供を行っています。

光ファイバを使って
　　安全で安心な村づくり！

　甲子道路の開通に伴い、国道 289 号線の交通量が増加しており、

交通事故等が心配されます。また、役場周辺の標高は 400m、それ

に比べて甲子トンネル周辺の標高は約 1,000m に位置しており急激

な標高の変化は、気温や天候、積雪状況など大きく違ってきます。

　平地にいながら甲子トンネル周辺の天候や積雪状況を知ること

で、タイヤチェーンの装着や走行時の心構えができることになり交

通事故等の防止を図ることが出来ます。

　村では、総務省の地域 ICT 利活用交付金事業を受け村内 2 箇所

にWEB カメラを設置しました。その他各道路管理者が道路の管理

を目的に天候や道路の路面状況をインターネットで情報提供してい

ることから、各道路管理者の承諾を得て、村ホームページで一括し

て見ることができます。ぜひ自宅にいながら村内の道路状況をイン

ターネットで確認して車を運転する際の参考にしてください。

　また、甲子周辺は、阿武隈川の源流域にあり、緑豊かな自然があ

ることから、多くの観光客が立ち寄るキョロロン村に大型液晶ディ

スプレイを設置し、WEB カメラ等の映像と天気予報などを自動的

に切り替えて道路交通情報及び周辺情報を提供しています。

　村は、イントラネットワークを構築して、役場と各小中学

校および各公共施設を光ファイバで接続し情報の送受信が行

えるようにしています。　

　このイントラネットワークを利用して小中学校および村立

西郷幼稚園に登下校する児童、生徒や通園する園児の安全を

確保するため、WEB カメラを設置し、映像を各学校等の職

員室で見ることが出来ます。また映像データは、役場サーバ

室にて一定期間録画保存しています。WEB カメラにより登

下校時の様子を職員室で先生たちが見守ることができ、犯罪

抑止効果が期待できます。

　児童・生徒はもちろん保護者の方にも学校周辺の安全と

安心を光ファイバの大容量のデータ通信を利用することによ

り、提供できるようになりました。

児童、生徒の通学時の安全を見守ります

道路状況を自宅にいながらインターネットで確認できます

■問合せ
　企画調整課（企画情報係）　☎ 25-2943

▲西郷ライブカメラマップは、村内 5 か所の
　映像が見られます
http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/view.rbz?cd=1103

▲村立西郷幼稚園に設置した WEB カメラ



2010 年 11 月
November行事
レカ ンダー

●今月の顔────
12～ 13 カ月児健康相談に来ていた（9/28）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・11/3　サンライズひがしフェスティバル 2010
　　　 　（白河市東　東風の台運動公園 10:00）

・11/6　第 14 回しらかわ音楽の祭典
　　　　（白河市民会館  8:45 開演）

・11/6　土偶・土面をつくろう①（まほろん 10:00）

・11/6　ファミリーフェスタ in けんなん 2010
　　　　（JA しらかわ本所  10:40）

・11/7    産業収穫祭
　　　　（泉崎村農業者トレーニングセンター 11：00）

・11/27　土偶・土面をつくろう②（まほろん 10:00）

人口と世帯数（10 月 1 日現在）人口 19,881 人（前月比 +3）男 10,030 人（+3）女 9,851 人（± 0）世帯数 6,723 戸（+18）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
保育園へ行こう週間

（9:00~12:00 まきば
保 育 園 ～ 5 日 ま で
実施）

2
第 28 回西郷村文化
祭作品発表会

（9:00 文化センター
～ 4 日まで実施）

3文化の日
第 52 回村内一周駅
伝大会

（8:00 村内一円）
第 28 回西郷村文化
祭作品発表会

（9:00 文化センター）
表彰状授与式並び
に感謝状授与式

（10:00 役場議場）

4
第 28 回西郷村文化
祭作品発表会

（9:00 文化センター）

5
生活総合相談所

（9:00 文化センター）
焼き芋会

（9:30 みずほ保育園）

6

7
真船生産組合直売所

（6:00 真船の菊地商
店前）

8
母子手帳交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

9
12~13 カ月児健康相談

（9:30 保健福祉セン
ター）
手話教室

（10:00 みずほ保育園）
子育て相談の日

（13:30 保健福祉セン
ター）

10
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活
支援センター）
ふくしま駅伝選手
結団式・激励会

（18:30 文化センター）

11 12
生活総合相談所

（9:00 文化センター）

13

14
真船生産組合直売所

（6:00 真船の菊地商
店前）

15
西郷単位制総合大
学講座「趣味を楽
しむカラオケ」

（18:30 文化センター）

16
サッカー教室

（10:00 みずほ保育園）

17 18
４カ月児健康診査

（13:00 保健福祉セン
ター）

19
生活総合相談所

（9:00 文化センター）
発表会

（9:00 まきば保育園）
おゆうぎ会

（9:00 みずほ保育園）

20
村 立 西 郷 幼 稚 園

「学習発表会」
（9:00 村立西郷幼稚

園）

21
真船生産組合直売所

（6:00 真船の菊地商
店前）
第 22 回ふくしま駅
伝大会

（7:40 白 河 市 ~ 福
島市）

22
まきば保育園「り
んご狩り」

（10:00 白河市久田野）
母子手帳交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

23勤労感謝の日 24
赤ちゃんとママの
おしゃべりひろば

（10:00 保健福祉セン
ター）
歯科クリニック

（13:00 幼児 ,13:45
６歳児 保健福祉セ
ンター）

25
心配ごと特別相談会

（13:00 高齢者生活
支援センター）

26
生活総合相談所

（9:00 文化センター）

27

28
真船生産組合直売所

（6:00 真船の菊地商
店前）

29
行政相談所

（13:30 文化センター）

30
寿学級「閉講式」

（10:00 ちゃぽラン
ド西郷）
総合訓練

（10:00 まきば保育園）


